
三条実美
【さんじょうさねとみ】

(1837-1891) 幕末・明治時代の政治家。実万 (さねつむ )の子。七卿落ちの一人として長州藩に逃れ
た。王政復古後、新政府の議定となり、副総裁・輔相などの要職を経て、太政大臣にのぼる。の
ち内大臣。

- 幕末辞典 -
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http://ftown.boo.jp/wiki/wiki.cgi?page=%BB%B0%BE%F2%BC%C2%C8%FE
http://ftown.boo.jp/wiki/wiki.cgi?page=%B2%A6%C0%AF%C9%FC%B8%C5
http://ftown.boo.jp/wiki/wiki.cgi?page=%C4%B9%BD%A3%C8%CD
http://ftown.boo.jp/wiki/wiki.cgi?page=%CB%EB%CB%F6%BC%AD%C5%B5
http://ftown.boo.jp/wiki/wiki.cgi?page=%BC%B7%B6%AA%CD%EE%A4%C1

